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■活動報告
累計 74

No. 実施時期 配送家庭数 活動の内容 利用家庭の声

1 10/18-20 8 ・3人の食べ盛りの孫を養育しているおばあ
ちゃんはお米があっという間になくなるので
とても助かります。
・平日にこどもの話を聞いてくれる人ができ
てよかった。

2 11/8-11/23 8 ・事情で家の壁やドア、テレビが壊れてた家
庭のお母さん、先月のヒアリングではとても
不安そうでしたが、今月は家のクロスも張り
替えお母さんも笑顔みられました。
・来春、こどもが中学校に入学するのでこの
先の出費が不安です。

3 12/13-12/15 13 ・離婚調停が成立しました！と笑顔の報告
がありました。まだ、面接の件など問題は
残っていますが一区切りついたのでまた頑
張ります。
・今月はクリスマスでしたので寄付でいただ
いたクラフトツリーにメッセージを添えてお
届けしました。その日がお誕生日だったよう
でとても喜んでいただけました。

4 1/17-1/19 15 ・コロナで仕事がなくなったことをきっかけに
整体院の開業準備を始められたお母さん
からこの春にプレオープンをするとの報告
がありました。

実施期間 2020年10月1日～2021年3月31日

　　　https://www.instagram.com/poketsutoniziiro/?hl=ja

・お米を安く分けて頂ける農家さんへお米の調達
・文具品、食材の買い出し
・登録希望申請者へのヒアリング
・お届け、近況聞き取り等

・地元の食品会社へ寄付のお願い
・フードバンクさがさんから物資調達
・文具品、食材の買い出し
・登録希望申請者へのヒアリング
・お届け、近況聞き取り等

・地元の食品会社へ寄付のお願い
・文具品、食材の買い出し
・登録希望申請者へのヒアリング
・お届け、近況聞き取り等

 　　 https://www.facebook.com/nijipooke

2020年度　活動報告書

団体名 にじいろ ぽけっと

実施エリア 佐賀県小城市　

・地元の社会奉仕団体様と共同で来春入学式を迎えるこどもに
　通学用ヘルメットを贈る計画を立て、小城市の教育委員会に相
談、
　手紙の配布を依頼する。
・文具品、食材の買い出し
・カップヌードルの寄付、お米券配布、宅食応援団からの寄付
・登録希望申請者へのヒアリング
・お届け、近況聞き取り等

支援家庭の概要 支援を希望する母子扶養手当、就学援助受給世帯、SSWからの依頼

支援家庭数 計15世帯　約60人

配送家庭数（延べ） 計74世帯　約300人



5 2/11，2/26 15 ・摘みたての新鮮いちごをお届けしました。
バレンタインのケーキを作りますや大好き
なので嬉しいです。とても甘くておいしかっ
たなどの声をいただきました。

6 3/19-3/24 15 ・通学用ヘルメットの贈呈により、毎月の宅
食につながることができよかった。
・新品のヘルメットを使わせてもらえて　　嬉
しい。
・春休みで食費がかさむので助かります。

■相談や支援などの内容

1

2

3

■今後の課題

・市外の保育園に下の子が通っていて、急なお迎えや病気のとき、預かってもらえるところがあればということだったので小城市の子育て支援
センターの案内、佐賀市のゆめぽけっとのファミリーサポートの紹介をした。

・祖母が養育している世帯に親族里親の件についての情報提供

・来春、中学校入学の息子さんがいるため、準備のためにかかる費用に不安を抱えていらっしゃいましたので、にじいろ便として何かできない
かスタッフで考え、通学用のヘルメットを贈ることにしました。また、制服のお譲り会等も計画したいと考えています。

・フードバンクさがに食料品調達
・文具品、食材の買い出し
・地元の奉仕団体と連携して、三日月中、小城中に入学予定の対象
者へ通学用ヘルメット、学用品を届ける。
・登録希望申請者へのヒアリング
・お届け、近況聞き取り等

・地域の広報誌などで取り上げていただいて、活動を知ってもらう機会が増えた。よって、寄付の申し出をして下さる方、ボランティアとしてお手伝い
を申し出て下さる方からの連絡が届くようになった。だが、まだ小城市全体に広げらるまでの体制ではないので引き続き募集をしたい。
・昨年度からの三日月小中校区につづき、今年度は小城町全体に支援先を広げたい。また、通学用のヘルメット小城市内全域へ広げられるように
準備をしたい。

・唐津の農家さんからお米、いちごを安価でわけていただく。
・フードバンクさがさんから物資調達
・文具品、食材の買い出し
・通学用ヘルメットの贈呈式についての準備等
・登録希望申請者へのヒアリング
・お届け、近況聞き取り等

・コロナによってパートの就業時間を削減された、正社員になる予定がなくなった、条件の良いところへ転職するつもりだったが見送ってる等々、
働き方が安定しない世帯が多く、今後も増えていくように感じる。また、これまではひとり親家庭が多かったが年末辺りから両親揃っている世帯でも
経済的に厳しくなり支援を求める声が増えている。安定して支援を届けられるような支援品の確保、ボランティアの協力が必要


